
仏
師
運
慶
建
立
の
八
条
高
倉
地
蔵
十
輪
院
の
土
地
を
め
ぐ
る
史
料
の
検
討

　
　
　
―
―
地
蔵
十
輪
院
の
沿
革
を
考
察
す
る
た
め
の
前
提
と
し
て
―
―

佐
々
木　
あ
す
か

　
は
じ
め
に

　

仏
師
運
慶
が
建
立
し
た
地
蔵
十
輪
院
は
、
後
述
の
よ
う
に
史
料
か
ら
平
安
京
内
の
八
条
高
倉
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

（
図
１
）。
こ
れ
ま
で
、
八
条
高
倉
の
地
蔵
十
輪
院
が
論
じ
ら
れ
る
際
に
は
、
お
よ
そ
三
つ
の
事
が
ら
の
な
か
で
取
り
上
げ
ら
れ

て
き
た
と
言
え
る
。
一
つ
は
、
そ
の
作
風
か
ら
運
慶
作
の
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
る
六
波
羅
蜜
寺
地
蔵
菩
薩
坐
像
（
以
下
、

六
波
羅
蜜
寺
像
と
略
称
）
と
の
関
係
性
で
あ
る
。
例
え
ば
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
成
立
の
『
山
州
名
跡
志
』
の
六
波
羅
蜜

寺
の
項
目
に
は
、
十
輪
院
に
運
慶
・
湛
慶
作
の
地
蔵
菩
薩
坐
像
と
、
運
慶
像
、
湛
慶
像
が
安
置
さ
れ
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
六
波
羅
蜜
寺
内
の
十
輪
院
を
八
条
高
倉
の
地
蔵
十
輪
院
の
後
身
と
み
な
し
、
現
存
す
る
六
波
羅
蜜
寺
地
蔵
菩
薩
坐
像

も
、
も
と
は
八
条
高
倉
の
地
蔵
十
輪
院
の
本
尊
で
あ
っ
た
と
す
る
説
が
挙
げ
ら
れ
る
（
以
下
、
本
稿
で
は
混
乱
を
避
け
る
た
め

六
波
羅
蜜
寺
所
在
の
堂
は
「
六
波
羅
蜜
寺
十
輪
院
」、
八
条
高
倉
に
あ
っ
た
寺
院
は
「
地
蔵
十
輪
院
」
あ
る
い
は
「
八
条
高
倉

の
地
蔵
十
輪
院
」
と
記
す（

（
（

）。
残
り
の
二
つ
は
、
運
慶
の
生
涯
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
か
で
、
運
慶
が
最
晩
年
に
地
蔵
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十
輪
院
の
仏
像
を
高
山
寺
金
堂
に
移
し

た
こ
と
（『
高
山
寺
縁
起（

（
（

』）
や
、
息
子

の
湛
慶
が
両
親
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に

造
立
し
た
阿
弥
陀
如
来
像
を
八
条
高
倉

の
地
蔵
十
輪
院
か
ら
大
原
来
迎
院
に
移

し
た
こ
と
（「
湛
慶
注
進
状（

（
（

」）
に
関
連

し
て
述
べ
ら
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
八
条
高
倉
の
地
蔵
十
輪
院

の
創
建
年
次
や
、
六
波
羅
蜜
寺
十
輪
院

と
の
関
係
性
な
ど
に
つ
い
て
は
史
料
に

明
徴
が
な
く
、
不
明
な
点
も
多
い
。

そ
う
し
た
な
か
で
近
年
、
浅
見
龍
介
氏

が
、
八
条
高
倉
の
地
は
平
宗
盛
、
重
盛

の
邸
が
あ
り
、
平
氏
滅
亡
後
、
鎌
倉
幕

府
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
た
土
地

が
、
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
に
「
南

無
阿
房
」
お
そ
ら
く
重
源
に
与
え
ら
れ

た
こ
と
（『
吾
妻
鏡
』
文
治
二
年
七
月

図１　12世紀の八条高倉の周辺
（野口実『列島を翔ける平安武士　九州・京都・東国』、2017年、吉川弘文館より転載）
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二
十
七
日
条
）
を
指
摘
さ
れ
た（

（
（

。

　

浅
見
氏
が
指
摘
さ
れ
た
『
吾
妻
鏡
』
の
記
事
に
は
、「
南
無
阿
房
」
に
与
え
ら
れ
た
土
地
に
つ
い
て
「
八
条
北
、
高
倉
東
」

と
記
さ
れ
る
。
つ
ま
り
平
安
京
の
条
坊
制
の
表
記
で
は
、
左
京
八
条
四
坊
五
町
と
な
る
。
こ
の
地
は
、
文
献
史
学
、
考
古
学
で

は
平
安
時
代
末
期
に
平
宗
盛
の
邸
宅
が
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、『
吾
妻
鏡
』
で
は
こ
の
地
を
「
故

平
内
尉
領
」
と
記
し
、
後
述
の
よ
う
に
宗
盛
以
外
に
比
定
す
る
見
解
も
あ
り
、『
吾
妻
鏡
』
の
記
事
を
改
め
て
検
討
す
る
必
要

も
残
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
美
術
史
で
は
「
南
無
阿
房
」
に
与
え
ら
れ
る
以
前
の
土
地
の
変
遷
に
つ
い
て
、
あ
ま
り

注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
点
を
ふ
ま
え
、
本
稿
で
は
八
条
高
倉
の
地
蔵
十
輪
院
と
六
波
羅
蜜
寺
十
輪
院
、
あ
る
い

は
現
存
す
る
六
波
羅
蜜
寺
像
と
の
関
係
性
か
ら
い
っ
た
ん
離
れ
、
八
条
高
倉
、
な
か
で
も
左
京
八
条
四
坊
五
町
の
土
地
そ
の
も

の
に
注
目
し
た
い
。
そ
し
て
文
献
史
学
、
考
古
学
を
含
め
た
先
学
の
研
究
に
導
か
れ
な
が
ら
、
改
め
て
平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌

倉
時
代
に
至
る
ま
で
の
間
の
、
こ
の
地
の
変
遷
を
史
料
に
基
づ
き
確
認
す
る
。
そ
し
て
こ
の
地
が
藤
原
実
行
、
平
宗
盛
を
経

て
、
浅
見
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
平
家
没
官
領
と
し
て
幕
府
か
ら
重
源
へ
与
え
ら
れ
た
可
能
性
を
確
認
す
る
。
ま
た
、
八
条

院
町
に
関
す
る
史
料
の
な
か
に
、
八
条
高
倉
の
地
蔵
十
輪
院
の
一
角
を
指
す
記
述
が
あ
る
可
能
性
を
新
た
に
指
摘
し
、
詳
細
が

不
明
な
地
蔵
十
輪
院
の
沿
革
を
た
ど
る
一
助
と
し
た
い
。

　
一
、
運
慶
関
連
史
料
に
記
述
さ
れ
る
地
蔵
十
輪
院
の
立
地
と
先
学
の
研
究

　
本
節
で
は
、
地
蔵
十
輪
院
の
立
地
を
再
確
認
す
る
た
め
、
運
慶
関
連
史
料
に
記
さ
れ
る
地
蔵
十
輪
院
の
記
述
に
つ
い
て
、
先

学
の
研
究
か
ら
改
め
て
振
り
返
り
た
い（

（
（

。
ま
ず
『
高
山
寺
縁
起
』（
高
山
寺
所
蔵（

（
（

）
の
金
堂
条
に
は
、
高
山
寺
金
堂
に
周
丈
六

の
本
尊
盧
舎
那
如
来
像
と
等
身
の
四
天
王
像
な
ど
が
安
置
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
も
と
「
洛
城
地
蔵
十
輪
院
、
運
慶
建

立
堂
、

」
の
本
尊
で
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あ
り
、
建
保
六
年
（
一
二
一
八
）
の
地
蔵
十
輪
院
炎
上
後
に
、
洛
中
の
火
難
を
怖
れ
、
ま
た
「
上
人
」（
明
恵
）
の
本
尊
と
す

る
た
め
、
運
慶
が
高
山
寺
に
渡
し
、「
西
薗
寺
入
道
大
相
国
」（
西
園
寺
公
経
）
の
沙
汰
で
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
四
月
八
日

に
金
堂
に
安
置
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
像
は
、
運
慶
と
弟
子
た
ち
が
数
年
の
間
、
手
を
留
め
心
を
尽
く
し

彫
刻
し
た
こ
と
も
伝
え
ら
れ
る（

（
（

。『
高
山
寺
縁
起
』
で
は
、
地
蔵
十
輪
院
の
立
地
に
関
し
て
は
「
洛
城
」、
つ
ま
り
洛
中
に
あ
る

こ
と
が
記
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。

　

次
に
「
湛
慶
注
進
状
」（『
来
迎
院
文
書
』
所
収
、
来
迎
院
所
蔵
）
に
は
、「
自
八
条
高
倉
地
蔵
十
輪
院
丈
六
阿
弥
陀
一
体
／
奉

渡
大
原
来
迎
院
／
文
暦
二
年
乙未
四
月
十
八
日
庚辰
法
印

」
と
あ
り（

（
（

、
文
暦
二
年
（
一
二
三
五
）
に
運
慶
の
長
男
湛
慶
が
、

丈
六
阿
弥
陀
如
来
像
を
八
条
高
倉
地
蔵
十
輪
院
か
ら
大
原
来
迎
院
へ
移
し
た
こ
と
、
こ
の
像
は
湛
慶
が
両
親
の
た
め
に
造
立
し

た
も
の
で
、
寛
喜
元
年
（
一
二
二
九
）
に
開
眼
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。『
高
山
寺
縁
起
』
に
み
る
建
保
六
年
の
火
災
後
、
地

蔵
十
輪
院
が
再
建
さ
れ
て
い
た
と
解
さ
れ
る（

（
（

。
多
く
の
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
「
湛
慶
注
進
状
」
に
よ
っ

て
運
慶
建
立
の
地
蔵
十
輪
院
が
八
条
高
倉
に
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
、『
瀧
山
寺
縁
起
』（
瀧
山
寺
所
蔵（

（1
（

）
惣
持
禅
院

条
に
お
い
て
、
正
治
三
年
（
一
二
〇
一
）、
源
頼
朝
三
回
忌
の
た
め
の
聖
観
音
、
梵
天
、
帝
釈
天
像
を
造
立
し
た
作
者
と
し
て
、

「
仏
師
八
条
法
印
雲
慶
・
同
子
息
湛
慶
」
と
記
さ
れ
る
の
も
、
地
蔵
十
輪
院
の
立
地
と
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
運
慶

の
直
接
の
事
績
か
ら
は
八
条
高
倉
ま
で
し
か
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
先
述
の
浅
見
氏
が
指
摘
さ
れ
た
『
吾
妻
鏡
』
文
治
二

年
七
月
二
十
七
日
条
で
は
、「
南
無
阿
房
」
に
与
え
ら
れ
た
土
地
は
「
八
条
北
、
高
倉
東
」
と
あ
り
、「
湛
慶
注
進
状
」
の
記
述

よ
り
も
さ
ら
に
明
確
な
立
地
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
『
吾
妻
鏡
』
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
後
ほ
ど
改
め
て
検
討
し
た
い
。

　

な
お
、
正
確
な
地
点
表
記
を
有
さ
ず
八
条
高
倉
と
記
し
た
場
合
、
そ
の
場
所
は
八
条
大
路
と
高
倉
小
路
の
交
点
に
接
す
る

四
町
分
が
可
能
性
と
し
て
あ
が
る
だ
ろ
う
。
そ
の
四
町
分
の
う
ち
、
後
述
の
よ
う
に
八
条
大
路
よ
り
南
の
左
京
九
条
四
坊
一
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町
・
八
町
は
平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
の
史
料
が
散
見
す
る
。
八
条
北
、
高
倉
西
に
当
た
る
左
京
八
条
四
坊
四
町
に

つ
い
て
は
、
鎌
倉
初
期
に
梅
小
路
南
と
注
記
さ
れ
る
東
洞
院
局
宅
が
あ
り
（『
明
月
記
』
正
治
二
年
九
月
十
二
日
条
）、
ま
た
西

北
部
は
四
節
で
後
述
す
る
八
条
院
町
の
ひ
と
つ
と
な
る
。
史
料
に
制
約
が
あ
り
、
八
条
四
坊
四
町
の
可
能
性
は
捨
て
切
れ
な
い

も
の
の
、
こ
れ
ら
の
点
と
『
吾
妻
鏡
』
の
記
事
を
勘
案
す
れ
ば
、
地
蔵
十
輪
院
の
建
立
場
所
と
し
て
、
最
も
可
能
性
が
高
い
の

は
や
は
り
八
条
北
、
高
倉
東
（
左
京
八
条
四
坊
五
町
）
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
地
蔵
十
輪
院
は
、
廃
絶
の
時
期
も
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
運
慶
、
湛
慶
没
後
の
地
蔵
十
輪
院
を
示
す
史
料
と
し
て
、
根
立

研
介
氏
が
正
中
三
年
（
一
三
二
六
）
三
月
の
性
慶
申
状
（『
阿
刀
文
書
』
中
の
『
拾
古
文
書
集
』
五
所
収
、
京
都
国
立
博
物
館

所
蔵
）
を
紹
介
さ
れ
た
。
性
慶
が
自
身
の
正
統
性
を
主
張
し
、
運
慶
、
湛
慶
が
造
立
し
た
東
寺
二
王
像
の
修
理
と
東
寺
大
仏
師

職
を
仰
せ
下
さ
る
よ
う
述
べ
る
な
か
で
、
湛
慶
は
運
慶
か
ら
相
続
し
た
諸
寺
の
大
仏
師
職
な
ど
を
諸
弟
子
に
配
分
し
、
西
園
寺

大
仏
師
職
と
「
氏
寺
十
輪
院
寺
務
并
本
坊
」
を
嫡
弟
信
慶
に
譲
っ
た
こ
と
、
性
慶
は
運
慶
、
湛
慶
の
嫡
流
で
あ
り
、「
本
坊
氏

寺
」
を
管
領
し
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た（

（1
（

。
こ
の
「
氏
寺
十
輪
院
」
は
八
条
高
倉
の
地
蔵
十
輪
院
と

考
え
ら
れ
、
少
な
く
と
も
鎌
倉
時
代
末
頃
ま
で
存
続
し
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

　
二
、
平
安
時
代
後
期
に
お
け
る
八
条
高
倉
（
平
安
京
左
京
八
条
四
坊
五
町
）
の
土
地
の
変
遷

　

こ
の
よ
う
に
、
運
慶
が
建
立
し
た
八
条
高
倉
の
地
蔵
十
輪
院
は
、『
吾
妻
鏡
』
等
の
史
料
を
援
用
す
れ
ば
平
安
京
左
京
八
条

四
坊
五
町
に
存
在
し
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。
北
を
梅
小
路
、
南
を
八
条
大
路
、
東
を
万
里
小
路
、
西
を
高
倉
小
路
に
囲

ま
れ
た
町
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
在
の
京
都
駅
の
東
側
、
京
都
市
下
京
区
西
之
町
の
河
原
町
通
よ
り
西
の
地
域
に
お
お
よ
そ
該
当

す
る
。
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本
稿
で
扱
う
左
京
八
条
四
坊
を
含
め
た
平
安
京
の
邸
宅
に
つ
い
て
は
、
文
献
史
学
あ
る
い
は
考
古
学
か
ら
朧
谷
寿
氏（

（1
（

、
朧
谷

寿
氏
・
角
田
文
衛
氏（

（1
（

、
山
田
邦
和
氏（

（1
（

な
ど
多
く
の
研
究
が
あ
る
。
そ
し
て
左
京
八
条
四
坊
五
町
に
は
藤
原
実
行
、
後
に
平
宗
盛

の
邸
宅
が
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
『
吾
妻
鏡
』
文
治
二
年
七
月
二
十
七

日
条
に
お
い
て
「
南
無
阿
房
」
に
こ
の
地
が
与
え
ら
れ
る
前
ま
で
の
変
遷
を
先
学
の
研
究
に
導
か
れ
な
が
ら
確
認
す
る
こ
と

で
、
次
節
で
後
述
す
る
『
吾
妻
鏡
』
の
記
事
の
検
討
材
料
と
し
た
い
。
ま
た
、「
南
無
阿
房
」
に
与
え
ら
れ
た
土
地
に
は
「
堂

敷
地
」
と
記
さ
れ
る
た
め
、
堂
の
存
在
に
つ
い
て
も
注
目
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

　
（
１
）
藤
原
実
行
邸
に
関
す
る
史
料
（
以
下
、
史
料
引
用
中
の
括
弧
内
は
、
筆
者
に
よ
る
注
記
を
示
す
）

　
左
京
八
条
四
坊
五
町
に
関
す
る
最
も
古
い
史
料
は
、
永
暦
元
年
（
一
一
六
〇
）
十
二
月
四
日
に
、
興
福
寺
僧
の
僧
位
に
関
す

る
記
事
の
な
か
で
「
次
向
入
道
前
太
政
大
臣
（
藤
原
実
行
）
亭
、
八
条
北
、
万

里
小
路
西
、
」
と
す
る
も
の
で
あ
る（

（1
（

。
な
お
藤
原
実
行
の
邸
宅

は
、
左
京
八
条
四
坊
五
町
の
ほ
か
に
、
南
側
の
九
条
四
坊
八
町
に
も
存
在
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る（

（1
（

。

　
堂
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
月
日
は
不
明
な
が
ら
、
実
行
は
永
暦
元
年
に
「
八
条
南
、
高
倉
東
」
つ
ま
り
左
京
九
条
四
坊
八

町
の
邸
宅
を
「
蓮
花
院
」
と
い
う
寺
に
し
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
ほ
か
、
永
暦
元
年
七
月
九
日
に
、
実
行
の
子
で
あ
る
内
大
臣
藤
原
公

教
が
三
条
高
倉
亭
に
お
い
て
亡
く
な
っ
た
際
に
、「
亡
者
明
暁
可
渡
八
条
堂
」
と
あ
り（

（1
（

、「
八
条
堂
」
も
邸
宅
内
に
あ
っ
た
可
能

性
が
指
摘
さ
れ
る
も
の
の（

（2
（

、
八
条
と
九
条
ど
ち
ら
の
邸
宅
に
存
在
し
た
か
や
、
蓮
花
院
と
の
関
係
性
を
判
断
す
る
こ
と
は
む
ず

か
し
い
。
実
行
の
堂
が
八
条
の
邸
宅
に
あ
っ
た
か
否
か
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
明
ら
か
に
し
が
た
い
。

　
（
２
）
平
宗
盛
邸
に
関
す
る
史
料
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平
宗
盛
邸
に
関
す
る
史
料
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
三
点
確
認
で
き
る
。
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
六
月
二
十
八
日
の
平
徳
子

着
帯
の
儀
に
関
す
る
記
事
の
な
か
に
「
右
大
将
（
宗
盛
）
亭
、
八
条
北
、

高
倉
東
、 （

（2
（

」
と
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る（

（2
（

。
藤
原
実
行
邸
と
同
じ

場
所
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
が
宗
盛
邸
に
関
す
る
最
も
古
い
記
事
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
治
承
二
年

（
一
一
七
八
）
閏
六
月
十
五
日
、
平
宗
盛
の
正
室
清
子
が
出
家
し
た
場
所
が
「
八
条
北
高
倉
新
亭
」
で
あ
る
こ
と（

（2
（

、
寿
永
二
年

（
一
一
八
三
）
二
月
二
十
一
日
に
宗
盛
の
子
清
宗
が
平
頼
盛
の
女
を
妻
と
し
、「
内
府
（
宗
盛
）
八
条
高
倉
亭
」
に
迎
え
た
こ
と（

（2
（

が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
堂
に
関
し
て
の
記
録
は
、
管
見
の
限
り
み
ら
れ
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
宗
盛
邸
の
ほ
か
に
も
、
八
条
大
路
沿
い
に
は
平
氏
の
邸
宅
が
あ
っ
た
こ
と
が
多
く
の
先
学
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い

る（
（2
（

。
例
え
ば
、
左
京
八
条
一
坊
に
は
西
八
条
邸
が
、
八
条
三
坊
五
町
に
は
頼
盛
邸
が
あ
っ
た
こ
と
が
史
料
か
ら
知
ら
れ
る
。

ま
た
八
条
二
坊
五
町
は
『
拾
芥
抄
』
京
程
図
な
ど
に
「
小
松
殿
」
と
あ
り
、
重
盛
邸
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
と
こ
ろ

が
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
七
月
二
十
五
日
の
い
わ
ゆ
る
平
氏
都
落
ち
の
際
に
、
平
氏
は
六
波
羅
や
西
八
条
の
邸
宅
に
一
つ
残

ら
ず
火
を
放
っ
た（

（2
（

。
す
で
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に（

（2
（

、『
皇
代
暦
』
安
徳
天
皇
条
裏
書
に
は
、
火
を
放
っ
た
具
体
的
な
地
と
し
て

「
八
条
高
倉
〔
同
前
内
府
家（

（3
（

〕」
な
ど
、
八
条
高
倉
の
宗
盛
邸
も
挙
げ
ら
れ
、
火
災
の
規
模
は
不
明
な
が
ら
こ
の
時
に
宗
盛
邸
も

焼
失
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
実
行
邸
、
宗
盛
邸
と
も
条
坊
制
で
の
位
置
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
が
、
史
料
か
ら
そ
の
規
模
、
邸
宅
内
の

施
設
の
詳
細
な
ど
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
左
京
八
条
四
坊
五
町
の
南
端
付
近
で
は
、
一
九
七
六
年
と
二
〇
〇
六
年
に

二
度
の
発
掘
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る（

（3
（

。
し
か
し
立
地
上
、
鴨
川
の
洪
水
に
よ
っ
て
運
ば
れ
て
き
た
砂
礫
層
が
大
半
を
占

め
、
室
町
時
代
以
前
の
遺
構
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
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三
、
鎌
倉
幕
府
か
ら
「
南
無
阿
房
」
に
与
え
ら
れ
た
土
地
と
『
吾
妻
鏡
』
の
検
討

　

元
暦
二
年
（
一
一
八
五
）
三
月
の
平
氏
滅
亡
後
、
前
述
の
よ
う
に
、
鎌
倉
幕
府
が
管
理
し
て
い
た
土
地
が
、
文
治
二
年

（
一
一
八
六
）
に
「
南
無
阿
房
」
お
そ
ら
く
重
源
に
与
え
ら
れ
た
こ
と
（『
吾
妻
鏡
』
文
治
二
年
七
月
二
十
七
日
条
）
が
浅
見

龍
介
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
比
較
的
短
い
論
考
の
な
か
で
指
摘
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、『
吾
妻
鏡
』
の
記
事
の
詳
細

は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
本
節
で
は
「
南
無
阿
房
」
以
外
に
土
地
を
与
え
ら
れ
た
人
物
、
土
地
の
場
所
な
ど

の
検
討
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
改
め
て
も
と
平
宗
盛
邸
が
「
南
無
阿
房
」
に
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
い
。
ま
ず
、『
吾
妻

鏡
』
の
原
文
を
以
下
に
挙
げ
る
（
数
字
、
括
弧
内
の
英
字
お
よ
び
注
記
は
筆
者
に
よ
る（

（3
（

）。

（
文
治
二
年
七
月
）
廿
七
日
、
壬
寅
、
因
幡
前
司
（
中
原
）
広
元
去
十
九
日
注
進
没
官
京
地
目
六
、
今
日
二
品
所
被
御
覧
也
、

　
　
　
注
進

　
　
　
没
官
家
地
成
敗
事
、

　
１
左
馬
頭
（
能
保
）
三
箇
所
内
、

　
　
（
平
）
信
兼
家
地　
一
所
、
楊
梅
（
ａ
）、

　
　
（
藤
原
）
友
実
家
地　
一
所
、
仁
和
寺
（
ｂ
）、

　
　
　
平
家
領　
一
所
、
正
親
町
、
重
衡
卿
領
、（
ｃ
）、

　
２
烏
丸
御
局　
一
所
、
左
女
牛
南

東
洞
院
西
、（
ｄ
）、

　
３
（
中
原
）
親
能　
一
所
、
信
兼
一
家
地
也
、

楊
梅
南
朱
雀
面
〔
西
〕
（
ｅ
）、
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４
（
北
条
）
時
政　
一
所
、
綾
小
路
北
河
原
東
、

景
高
領

（
ｆ
）、

　
５
（
土
肥
）
実
平　
一
所
、
楊
梅
、
信
兼
領
、（
ｇ
）、

　
６
（
後
藤
）
実
基　
一
所
（
ｈ
）、

　
７
近
衛
局　
一
所
、
二
条
南
、
室
町
東
、 

（
平
）
経
盛
卿
領
、（
ｉ
）、

　
８
南
無
阿
房　
一
所
、
堂
敷
地
、

八
条
北
、
高
倉
東
、
故

平
内
尉
領
、
（
ｊ
）、

　
　
　
已
上
、
拾
箇
所
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
判
、広
元

　
中
原
広
元
が
進
上
し
た
こ
の
京
の
家
地
の
没
官
目
録
に
よ
れ
ば
、
数
字
を
付
し
た
と
お
り
、
八
名
に
没
官
領
が
与
え
ら
れ
て

い
る
。「
南
無
阿
房
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
人
物
が
重
源
で
あ
る
こ
と
を
傍
証
す
る
史
料
は
み
ら
れ
な
い
。
重
源
が
弟
子
ら
に

阿
弥
陀
仏
号
を
与
え
は
じ
め
、
自
身
は
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
称
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
頃
と
さ
れ

て
い
る（

（3
（

。「
南
無
阿
房
」
を
重
源
と
み
る
場
合
、
自
ら
名
乗
っ
た
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
か
ら
派
生
し
た
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う（

（3
（

。
と
こ
ろ
で
、
五
味
文
彦
氏
は
こ
の
『
吾
妻
鏡
』
の
記
事
と
は
別
に
、「
南
無
阿
房
」
と
称
す
る
人
物
が
関
寺

の
勧
進
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
ら
れ
、
こ
の
人
物
が
『
仏
舎
利
相
承
系
図
』
に
お
い
て
平
盛
国
の
子
と
さ
れ
、
平
清

盛
か
ら
仏
舎
利
を
与
え
ら
れ
た
「
南
無
阿
」
と
号
す
る
観
音
坊
の
可
能
性
を
述
べ
ら
れ
て
い
る（

（3
（

。

　
「
南
無
阿
房
」
が
重
源
か
否
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
に
関
連
し
、
目
を
転
じ
て
没
官
領
を
与
え

ら
れ
た
そ
れ
以
外
の
人
物
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。「
南
無
阿
房
」
以
外
の
七
名
の
な
か
に
は
、
北
条
時
政
、
源
頼
朝
の
妹

婿
の
一
条
能
保
、
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
八
月
の
頼
朝
挙
兵
時
か
ら
従
う
土
肥
実
平
、
平
氏
追
討
に
も
加
わ
っ
た
中
原
親

能
、
後
藤
実
基
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
近
衛
局
は
、
治
承
元
年
（
一
一
七
七
）、
康
慶
作
、
瑞
林
寺
地
蔵
菩
薩
像
の
銘
記
に
み
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え
る
「
義
勝
」
す
な
わ
ち
成
尋
の
姉
ま
た
は
妹
と
さ
れ
る
、
源
頼
朝
の
乳
母（

（3
（

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。「
烏
丸
御
局
」
は
不

明
で
あ
る
が
、
ほ
か
の
人
物
か
ら
み
れ
ば
、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
人
々
は
頼
朝
あ
る
い
は
鎌
倉
幕
府
に
と
っ
て
重
要
な
人
物
で

あ
り
、
な
か
に
は
頼
朝
の
近
親
者
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
よ
う
に
み
た
場
合
、
こ
の
の
ち
に
鎌
倉
幕
府
の
関

与
が
増
加
し
て
い
く
東
大
寺
復
興
造
営
と
の
関
わ
り
か
ら
、「
南
無
阿
房
」
を
重
源
と
推
定
す
る
こ
と
も
一
案
と
思
わ
れ
る（

（3
（

。

　

次
に
、
与
え
ら
れ
た
土
地
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
ま
ず
「
南
無
阿
房
」
に
与
え
ら
れ
た
土
地
は
、「
堂
敷
地
、
八
条
北
、
高

倉
東
」
と
あ
り
、
こ
れ
ま
で
み
た
よ
う
に
藤
原
実
行
、
平
宗
盛
の
邸
宅
が
あ
っ
た
左
京
八
条
四
坊
五
町
に
該
当
す
る
。
も
と
の

所
有
者
と
し
て
「
故
平
内
尉
」
と
記
さ
れ
、
平
宗
盛
一
家
を
指
す
と
す
る
見
解（

（3
（

と
、
平
家
長
に
比
定
す
る
見
解（

（4
（

が
あ
る
。
立
地

が
宗
盛
邸
と
一
致
す
る
こ
と
を
み
れ
ば
、「
故
平
内
尉
」
は
宗
盛
と
解
す
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
が
、
官
職
が
宗
盛
の
も
の

と
合
致
し
な
い
。
宗
盛
は
寿
永
元
年
（
一
一
八
二
）
十
月
に
内
大
臣
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら（

（4
（

、「
故
平
内
尉
」
は
内
大
臣
を

意
味
す
る
「
故
平
内
府
」
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
考
え
る（

（4
（

。

　

こ
の
ほ
か
の
七
名
に
与
え
ら
れ
た
土
地
（
没
官
領
）
を
み
る
と
、「
友
実
家
地
」（
ｂ
）、「
重
衡
卿
領
」（
ｃ
）
の
具
体
的
な

場
所
は
不
明
で
あ
る
。「
信
兼
家
地
」
に
つ
い
て
は
、
中
原
親
能
に
与
え
ら
れ
た
「
楊
梅
南
朱
雀
面〔

西
〕」（

ｅ
）
の
記
述
か
ら
、

右
京
六
条
一
坊
四
町
に
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る（

（4
（

。
さ
ら
に
言
え
ば
、
一
条
能
保
、
土
肥
実
平
に
与
え
ら
れ
た
土
地
に
も

「
楊
梅
」（
ａ
・
ｇ
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
は
能
保
、
親
能
、
実
平
の
三
名
に
分
割
し
て
与
え
ら
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
こ
の
こ
と
と
同
時
に
考
慮
す
べ
き
は
、
与
え
ら
れ
た
土
地
の
大
き
さ
と
、「
南
無
阿
房
」
に
与
え
ら
れ
た
土
地
が
「
堂
敷

地
」
と
記
さ
れ
る
点
で
あ
る
。『
吾
妻
鏡
』
の
記
述
か
ら
は
、
土
地
の
大
き
さ
ま
で
は
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま

た
前
述
の
よ
う
に
、
藤
原
実
行
邸
に
は
「
八
条
堂
」
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
八
条
と
九
条
の
ど
ち
ら
の
実
行
の
敷
地
に
あ
っ
た

か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
し
て
平
宗
盛
邸
に
つ
い
て
も
、
現
在
の
と
こ
ろ
敷
地
内
に
堂
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
史
料
に
明
徴
が
な
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い
。
し
か
し
、
没
官
領
と
し
て
与
え
ら
れ
た
の
は
宗
盛
邸
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
素
直
に
解
せ
ば
『
吾
妻
鏡
』
に
記
さ
れ
る
「
堂

敷
地
」
は
、
宗
盛
邸
の
も
の
を
指
す
と
推
定
さ
れ
る
。
邸
宅
の
規
模
に
つ
い
て
は
、
平
安
京
内
で
の
宅
地
の
規
模
は
位
階
に

よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
お
お
よ
そ
三
位
以
上
は
一
町
、
五
位
以
上
は
半
町
以
下
、
六
位
以
下
は
四
分
の
一
町
を
基
本
と
す
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
諸
史
料
や
発
掘
調
査
か
ら
知
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
公
卿
の
邸
宅
の
規
模
を
ふ
ま
え
れ
ば（

（4
（

、
八
条
高
倉
の

平
宗
盛
邸
（
ｊ
）
も
、
一
町
と
想
定
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
な
か
で
「
南
無
阿
房
」
に
与
え
ら
れ
た
土
地
は
「
堂
敷
地
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
と
き
与
え
ら
れ
た
土
地
は
一
町
す
べ
て
で
は
な
く
、
堂
を
中
心
と
し
た
一
画
で
あ
る
可
能
性
も
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う（

（4
（

。

　
四
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
左
京
八
条
四
坊
五
町
に
関
す
る
史
料

　

こ
れ
ま
で
、
地
蔵
十
輪
院
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
左
京
八
条
四
坊
五
町
の
十
二
世
紀
に
お
け
る
変
遷
を
確
認
し
て
き

た
。
本
節
で
は
、
十
三
〜
十
四
世
紀
に
お
い
て
八
条
四
坊
五
町
の
土
地
に
つ
い
て
記
さ
れ
る
史
料
を
確
認
す
る
。
そ
し
て
そ
こ

に
記
さ
れ
る
「
地
蔵
堂
敷
地
」
が
、
あ
る
い
は
運
慶
建
立
の
地
蔵
十
輪
院
の
一
部
を
指
す
可
能
性
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
い
。

　
左
京
八
条
四
坊
五
町
の
一
角
が
記
さ
れ
る
史
料
は
、
八
条
院
町
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
に
挙
げ
る
史
料
や
八
条
院
町
に

つ
い
て
は
、
仲
村
研
氏
を
は
じ
め
と
す
る
先
学
の
研
究
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い（

（4
（

。
ま
ず
仲
村
氏
の
研
究
に
従
い
八
条
院
町
に

つ
い
て
確
認
す
る
と
、
八
条
院
町
は
、
正
和
二
年
（
一
三
一
三
）
に
後
宇
多
上
皇
が
東
寺
に
施
入
し
た
十
三
か
所
の
土
地
を
指

す
。
こ
の
所
領
は
、
も
と
は
十
二
世
紀
に
父
鳥
羽
上
皇
お
よ
び
母
美
福
門
院
か
ら
膨
大
な
所
領
を
受
け
継
い
だ
、
八
条
院
暲
子

内
親
王
の
い
わ
ゆ
る
八
条
女
院
領
を
基
本
と
す
る
。
八
条
女
院
は
左
京
八
条
三
坊
十
三
町
を
御
所
と
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
周
辺
に
は
八
条
女
院
庁
や
御
倉
が
あ
っ
た（

（4
（

。
建
暦
元
年
（
一
二
一
一
）
六
月
の
八
条
女
院
崩
御
後
、
そ
の
所
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領
は
猶
子
の
春
華
門
院
昇
子
内
親
王
、
順
徳
天
皇
へ
伝
領
さ

れ
た
。
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）、
承
久
の
乱
後
は
鎌
倉
幕

府
に
没
収
さ
れ
、
後
高
倉
院
守
貞
親
王
に
与
え
ら
れ
た
。
貞

応
二
年
（
一
二
二
三
）
五
月
に
皇
女
の
邦
子
内
親
王
（
安
嘉

門
院
）
に
譲
ら
れ
、
弘
安
六
年
（
一
二
八
三
）
の
安
嘉
門
院

崩
御
後
、
亀
山
上
皇
か
ら
後
二
条
天
皇
、
後
宇
多
上
皇
、
昭

慶
門
院
、
昭
訓
門
院
ら
に
分
与
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
、
す
で
に
仲
村
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い

る
二
つ
の
史
料
に
注
目
し
た
い
。
一
つ
は
、
貞
応
二
年

（
一
二
二
三
）
五
月
の
「
後
高
倉
院
庁
下
文
案
」
と
、
正

和
二
年
（
一
三
一
三
）
十
二
月
の
「
八
条
院
院
町
在
所
注

文
」
で
あ
る
。「
後
高
倉
院
庁
下
文
案
」
は
、
貞
応
二
年

（
一
二
二
三
）
五
月
三
日
に
後
高
倉
院
が
邦
子
内
親
王
に

宛
て
た
譲
状
で
あ
り
、
そ
の
な
か
で
「
京
御
領
」
と
し
て

二
十
二
か
所
の
う
ち
十
三
か
所
が
の
ち
の
八
条
院
町
に
該
当

す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
そ
の
十
三
か
所
の
一
つ
に

「
梅
少
路
南
高
倉
東
一
戸
主
地
蔵
堂
敷
地
」
と
あ
る（

（5
（

。
次
に
「
八

条
院
院
町
在
所
注
文
」
は
、
八
条
院
町
な
ど
の
所
領
を
伝
領
し

図２　正和2年（1313年）東寺施入時の八条院町（注47仲村研氏著書より転載）
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て
い
た
後
宇
多
上
皇
が
、
正
和
二
年
（
一
三
一
三
）
十
二
月
に
東
寺
に
寄
進
し
た
際
の
目
録
で
あ
る（

（5
（

。
こ
こ
に
記
さ
れ
る
「
院

町
十
三
箇
所
」
は
、
先
の
「
後
高
倉
院
庁
下
文
案
」
の
十
三
か
所
と
同
様
で
あ
り
、「
同
（
八
条
四
）
坊
保
五
町
一
門

一
行
一
戸
主

梅
小
路
南

高
倉
東

 
北
南
五
丈

西
東
十
丈
東
南
角
地
蔵
堂
敷
地
」
と
記
さ
れ
る
（
仲
村
氏
が
作
成
さ
れ
た
「
八
条
院
院
町
在
所
注
文
」
に
記
さ
れ
る
土
地
の
所

在
を
図
２
に
あ
げ
る
。「
地
蔵
堂
敷
地
」
は
十
一
に
該
当
す
る
）。

　
両
史
料
に
記
さ
れ
る
「
梅
小
（
少
）
路
南
高
倉
東
」
の
う
ち
、
梅
小
路
は
八
条
大
路
の
一
つ
北
の
道
路
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
八
条
院
町
と
し
て
記
さ
れ
る
「
梅
小
路
南
高
倉
東
」
は
、「
八
条
院
院
町
在
所
注
文
」
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
条
坊
制

に
お
け
る
左
京
八
条
四
坊
五
町
に
該
当
す
る
。
こ
れ
は
藤
原
実
行
邸
、
平
宗
盛
邸
を
経
て
、「
南
無
阿
房
」
に
与
え
ら
れ
た
土

地
と
同
じ
一
町
の
一
角
を
指
す
。
そ
し
て
両
史
料
に
お
い
て
こ
の
土
地
を
「
地
蔵
堂
敷
地
」
と
記
す
点
が
改
め
て
注
目
さ
れ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
仲
村
氏
は
、
八
条
四
坊
五
町
は
実
行
邸
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
従
来
の
八
条
女
院
領
で
は
な
い
こ
と
を

指
摘
さ
れ
る
と
同
時
に
、
一
町
の
実
行
邸
の
な
か
か
ら
一
戸
主
（
南
北
五
丈
、
東
西
十
丈
）
の
地
蔵
堂
敷
地
が
分
離
出
現
し
た

と
さ
れ
た（

（5
（

。
ま
た
山
田
邦
和
氏
は
、
前
節
で
述
べ
た
『
吾
妻
鏡
』
の
記
事
を
も
と
に
、
宗
盛
邸
が
没
収
さ
れ
た
際
に
御
堂
の
存

在
を
想
定
さ
れ
、
の
ち
に
八
条
院
町
と
し
て
記
さ
れ
る
「
地
蔵
堂
敷
地
」
は
、
こ
の
御
堂
の
後
身
と
推
定
さ
れ
た（

（5
（

。
第
二
節
の

『
吾
妻
鏡
』
の
検
討
に
お
い
て
、「
南
無
阿
房
」
に
与
え
ら
れ
た
土
地
に
記
さ
れ
る
「
堂
敷
地
」
は
、
宗
盛
邸
の
堂
の
可
能
性
を

想
定
し
た
。
し
か
し
先
述
の
よ
う
に
『
皇
代
暦
』
安
徳
天
皇
条
裏
書
に
は
、
平
氏
都
落
ち
の
際
に
宗
盛
邸
に
も
火
が
放
た
れ
た

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
宗
盛
邸
の
建
物
は
残
っ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
『
吾
妻
鏡
』
に
は
単
純
に
「
堂
敷
地
」
と

の
み
記
さ
れ
て
お
り
、「
地
蔵
堂
」
の
記
載
は
な
い
。
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
る
と
、
本
節
で
挙
げ
た
両
史
料
の
「
地
蔵
堂
敷
地
」

は
、
あ
る
い
は
運
慶
建
立
の
地
蔵
十
輪
院
の
敷
地
の
一
部
を
示
す
可
能
性
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、「
南
無

阿
房
」
に
与
え
ら
れ
た
土
地
の
規
模
、
利
用
方
法
や
、
運
慶
へ
の
伝
領
、
地
蔵
十
輪
院
の
規
模
な
ど
不
明
な
点
が
多
い
。
ま
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た
八
条
院
町
と
な
っ
た
こ
の
土
地
は
「
一
戸
主
梅
小
路
南

高
倉
東

」「
東
南
隅
」
と
あ
り
、
一
町
の
な
か
で
は
北
側
に
存
在
す
る
の
に
対

し
、「
八
条
高
倉
」
と
呼
ば
れ
る
地
蔵
十
輪
院
は
、
よ
り
八
条
大
路
に
近
い
立
地
だ
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
地

蔵
十
輪
院
と
は
ま
っ
た
く
別
の
堂
の
可
能
性
も
考
慮
す
べ
き
と
も
思
わ
れ
る
が
、
同
じ
一
町
内
で
「
地
蔵
堂
」
と
記
さ
れ
る
点

に
お
い
て
、
偶
然
の
よ
う
に
は
思
え
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
も
し
こ
の
想
定
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
前
述
の
よ
う
に
地
蔵
十
輪

院
は
少
な
く
と
も
鎌
倉
時
代
末
頃
ま
で
存
続
し
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と（

（5
（

か
ら
、
こ
の
八
条
院
町
と
な
る
一
戸
主

は
、
地
蔵
十
輪
院
の
う
ち
の
一
部
が
い
つ
の
時
期
か
に
分
割
さ
れ
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
史
料
が
乏
し
い
こ
と
も

あ
り
推
論
を
重
ね
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
今
後
も
慎
重
に
検
討
を
重
ね
た
い
と
考
え
る（

（5
（

。

　
な
お
、
正
和
二
年
（
一
三
一
三
）
十
二
月
に
「
院
町
十
三
箇
所
」
が
東
寺
に
施
入
さ
れ
て
以
後
の
「
地
蔵
堂
敷
地
」
に
つ
い

て
は
、
仲
村
氏
に
よ
る
指
摘
が
あ
る（

（5
（

。
す
な
わ
ち
元
応
元
年
（
一
三
一
九
）
か
ら
応
永
十
年
（
一
四
〇
三
）
ま
で
の
間
に
八
条

院
町
に
関
す
る
史
料
が
七
点
あ
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
、
元
応
元
年
六
月
の
「
八
条
院
町
年
貢
帳（

（5
（

」
の
段
階
で
、「
梅
小
路
南
高

倉
東
」
の
「
地
蔵
堂
敷
地
」
は
記
入
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
梅
小
路
南
高
倉
東
」
の
「
地
蔵
堂

敷
地
」
を
含
む
計
三
か
所
は
、
そ
の
後
の
史
料
に
も
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
正
和
二
年
の
施
入
か
ら
元
応
元
年
の
間
に
他
領

に
な
っ
た
も
の
と
推
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
仲
村
氏
は
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
朧
谷
寿
氏
は
八
条
三
坊
周
辺
と
そ
の
以
南
の
土
地
に
つ
い
て
、
十
四
・
五
世
紀
頃
か
ら
田
畠
化
し
た
部
分
が
多
く

な
り
、
江
戸
時
代
に
は
完
全
に
田
畠
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た（

（5
（

。
こ
の
点
は
八
条
四
坊
四
町
・
五
町
の
南
端
付
近
で

お
こ
な
わ
れ
た
発
掘
調
査
に
お
い
て
、
江
戸
時
代
の
耕
作
土
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
符
合
す
る
だ
ろ
う（

（5
（

。
地
蔵
十
輪

院
の
廃
絶
時
期
は
不
明
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
周
辺
地
域
の
状
況
か
ら
み
れ
ば
、
遅
く
と
も
近
世
に
は
廃
絶
し
て
い
た
と
言

え
、
史
料
の
う
え
か
ら
も
お
お
よ
そ
十
四
世
紀
頃
が
ひ
と
つ
の
目
安
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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お
わ
り
に

　
以
上
、
運
慶
建
立
の
地
蔵
十
輪
院
が
立
地
し
た
可
能
性
が
高
い
平
安
京
左
京
八
条
四
坊
五
町
の
土
地
に
注
目
し
、
そ
の
土
地

に
関
す
る
史
料
を
中
心
に
先
学
の
研
究
に
導
か
れ
な
が
ら
検
討
し
て
き
た
。
運
慶
と
地
蔵
十
輪
院
の
問
題
そ
の
も
の
に
至
る
こ

と
が
で
き
ず
、
ま
た
六
波
羅
蜜
寺
地
蔵
菩
薩
坐
像
と
の
関
係
性
を
論
じ
る
材
料
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
史
料
上
の
制
約
も

あ
り
推
論
を
重
ね
て
し
ま
う
こ
と
と
な
る
が
、
最
後
に
運
慶
と
地
蔵
十
輪
院
に
つ
い
て
の
展
望
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
に
「
南
無
阿
房
」
お
そ
ら
く
重
源
に
与
え
ら
れ
た
土
地
が
、
い
つ
運
慶
に
譲
ら
れ
た

か
、
地
蔵
十
輪
院
の
創
建
と
も
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
注
目
し
た
い
こ
と
は
、
建
久
七
年
（
一
一
九
六
）
六
月
十
三
日
に
、
九

条
御
堂
に
お
い
て
重
源
が
東
大
寺
大
仏
殿
四
天
王
再
興
像
の
「
本
様
」
つ
ま
り
雛
型
を
み
せ
た
こ
と
が
『
明
月
記
』
に
記
さ
れ

る
点
で
あ
る（

（6
（

。
本
稿
で
は
、
披
露
が
お
こ
な
わ
れ
た
九
条
御
堂
の
立
地
に
注
目
し
た
い
。
九
条
御
堂
は
、
九
条
兼
実
の
異
母
姉

の
故
皇
嘉
門
院
の
御
所
内
の
仏
堂
で
あ
り
、『
玉
葉
』
の
記
事
か
ら
左
京
九
条
四
坊
五
町
・
六
町
に
比
定
さ
れ
て
い
る（

（6
（

。
披
露

の
際
に
こ
の
場
所
が
選
ば
れ
た
理
由
は
、
兼
実
と
重
源
の
親
近
性
が
背
景
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
九
条
御

堂
は
八
条
高
倉
か
ら
南
へ
一
町
も
離
れ
て
い
な
い
立
地
で
あ
る
。
八
条
高
倉
の
地
で
四
天
王
像
の
雛
型
を
造
立
し
た
か
は
と
も

か
く
、
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
九
条
御
堂
で
の
披
露
の
た
め
の
準
備
作
業
な
ど
で
、
重
源
だ
け
で
は
な
く
仏
師
を
含
め

八
条
高
倉
の
地
が
利
用
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（

（6
（

。
そ
の
頃
は
、
東
大
寺
復
興
造
営
を
推
し
進
め
て
い
た

重
源
の
管
理
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
た
地
蔵
十
輪
院
は
、
そ
の
名
称
か
ら
は
本
尊
は
地
蔵
菩
薩
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が（

（6
（

、
運
慶
が
寺
院
を
建
立
す
る
純

粋
な
契
機
を
考
え
た
場
合
、
建
久
七
年
（
一
一
九
六
）
十
二
月
の
東
大
寺
大
仏
殿
四
天
王
像
の
造
立
を
最
後
に
史
料
か
ら
名
前
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が
み
え
な
く
な
る
運
慶
の
父
康
慶
の
弔
い
の
堂
で
あ
っ
た
と
す
る
説（

（6
（

は
魅
力
的
に
思
わ
れ
、
引
き
続
き
そ
の
可
能
性
も
含
め
て

考
え
た
い
。
た
だ
し
そ
の
際
に
、
現
在
の
六
波
羅
蜜
寺
地
蔵
菩
薩
坐
像
と
の
製
作
年
代
の
整
合
性
が
問
題
と
な
る
。
六
波
羅

蜜
寺
像
の
製
作
年
代
に
つ
い
て
は
、
壮
年
期
か
ら
、
旧
来
多
か
っ
た
晩
年
期
ま
で
幅
が
広
い（

（6
（

。
六
波
羅
蜜
寺
像
の
製
作
年
代

に
つ
い
て
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
が
、
近
年
、
建
保
五
年
（
一
二
一
七
）、
運
覚
作
の
静
岡
県
岩
水
寺
地
蔵
菩
薩
立
像
が
、

納
入
品
か
ら
六
波
羅
蜜
寺
で
造
立
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
山
本
勉
氏
は
、
運
慶
在
世
中
に
六
波
羅
蜜
寺
に
一
門
の
工
房
が

あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
さ
れ
て
い
る（

（6
（

。
六
波
羅
蜜
寺
の
拠
点
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
今
後
さ
ら
に
検
討
を
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
が
、
六
波
羅
蜜
寺
像
の
製
作
年
代
と
、
八
条
高
倉
の
地
蔵
十
輪
院
の
創
建
や
関
係
性
を
無
理
に
結
び
つ
け
な
く
て
も

よ
い
可
能
性
も
出
て
き
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
杉
﨑
貴
英
氏
は
地
蔵
十
輪
院
が
運
慶
一
門
の
住
宅
兼
工
房
内
の
邸
内
持

仏
堂
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
お
り（

（6
（

、
建
久
年
間
に
も
し
雛
形
披
露
な
ど
で
も
八
条
高
倉
の
地
を
利
用
し
て
い
た
と
想
定
す
れ

ば
、
そ
こ
か
ら
発
展
し
、
工
房
、
住
居
を
兼
ね
て
い
た
と
み
る
方
が
自
然
に
思
わ
れ
る
。
史
料
の
制
約
か
ら
、
憶
測
を
重
ね
た

と
こ
ろ
も
多
い
が
、
問
題
点
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
八
条
高
倉
の
地
蔵
十
輪
院
、
あ
る
い
は
六
波
羅
蜜
寺
地
蔵
菩
薩
像
の
考
察

を
深
め
る
一
助
と
し
た
い
。

注（
１�

）
毛
利
久
「
運
慶
・
快
慶
と
高
山
寺
・
十
輪
院
」（『
史
跡
と
美
術
』
二
五
五
、一
九
五
五
年
九
月
）。
同
著
『
日
本
仏
教
彫
刻

史
の
研
究
』（
一
九
七
〇
年
五
月
、
法
蔵
館
）
所
収
。

（
２�

）
前
掲
注
１
毛
利
氏
論
文
。

（
３�

）
源
豊
宗
「
運
慶
の
没
年
に
つ
い
て
」（『
仏
教
美
術
』
一
八
、一
九
三
一
年
十
二
月
）。
同
著
『
源
豊
宗
著
作
集　

日
本
美
術
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史
論
究
』
四
（
一
九
八
二
年
十
月
、
思
文
閣
出
版
）
所
収
。
お
よ
び
前
掲
注
１
毛
利
氏
論
文
。

（
４�

）
浅
見
龍
介
「
地
蔵
十
輪
院
と
六
波
羅
蜜
寺　

地
蔵
菩
薩
坐
像
」（
山
本
勉
監
修
『
運
慶　

時
空
を
超
え
る
か
た
ち
』〔『
別
冊

太
陽　

日
本
の
こ
こ
ろ
』
一
七
六
〕、
二
〇
一
〇
年
十
二
月
、
平
凡
社
）。
な
お
、
浅
見
氏
は
八
条
高
倉
の
地
に
平
宗
盛
、
重

盛
の
邸
が
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
る
が
、
後
述
の
よ
う
に
、
八
条
高
倉
に
は
宗
盛
の
邸
宅
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
５�
）
杉
﨑
貴
英
氏
は
、
地
蔵
十
輪
院
と
六
波
羅
蜜
寺
像
の
関
係
性
を
考
察
さ
れ
る
な
か
で
『
高
山
寺
縁
起
』「
湛
慶
注
進
状
」

「
西
園
寺
大
仏
師
性
慶
申
状
」
を
再
検
討
し
、
地
蔵
十
輪
院
の
性
格
と
履
歴
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
（「
仏
師
運
慶
建
立
の
私
堂　

地
蔵
十
輪
院
を
め
ぐ
る
再
検
討
―
六
波
羅
蜜
寺
地
蔵
菩
薩
坐
像
の
伝
来
問
題
に
関
連
し
て
―
」〔『
京
都
造
形
芸
術
大
学　

紀

要
』
一
七
〕、
二
〇
一
三
年
十
一
月
）。

（
６�

）『
明
恵
上
人
資
料
』
第
一
（『
高
山
寺
資
料
叢
書
』
一
、一
九
七
一
年
三
月
、
東
京
大
学
出
版
会
）。

（
７�

）『
高
山
寺
縁
起
』
を
も
と
に
高
山
寺
金
堂
へ
の
移
坐
や
地
蔵
十
輪
院
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
お
も
な
論
考
に
、
前
掲
注
５

杉
﨑
氏
論
文
の
ほ
か
、
前
掲
注
１
毛
利
氏
論
文
、
熊
田
由
美
子
「
晩
年
期
の
運
慶
―
そ
の
造
像
状
況
を
め
ぐ
る
一
考
察
」

（『
東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
紀
要
』
二
六
、一
九
九
一
年
三
月
）
な
ど
が
あ
る
。

（
８�

）「
法
印

」
は
、
来
迎
院
所
蔵
『
如
来
蔵
宝
物
目
録
』
か
ら
「
大
和
尚
位
湛
慶
」
と
み
ら
れ
る
こ
と
、
お
よ
び
「
湛

慶
注
進
状
」
は
康
正
元
年
（
一
四
五
五
）
の
書
写
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
注
３
源
氏
論
文
）。

（
９�

）
前
掲
注
１
毛
利
氏
論
文
、
副
島
弘
道
『
運
慶　

そ
の
人
と
芸
術
』（
二
〇
〇
〇
年
九
月
、
吉
川
弘
文
館
）
な
ど
。

（
10�

）
小
林
吉
光
「
史
料
紹
介
『
瀧
山
寺
縁
起
』」（『
岡
崎
市
史
研
究
』
創
刊
号
、
一
九
七
九
年
二
月
）。

（
11�

）
根
立
研
介
「
東
寺
大
仏
師
職
考
」（『
佛
敎
藝
術
』
二
一
一
、一
九
九
三
年
十
一
月
）。「
慶
派
仏
師
の
末
裔
た
ち
の
動
向
―

東
寺
大
仏
師
職
を
め
ぐ
っ
て
―
」
と
し
て
「
東
寺
大
仏
師
職
考
補
遺
」（『
佛
敎
藝
術
』
二
二
二
）
と
と
も
に
、
同
著
『
日
本

中
世
の
仏
師
と
社
会
』（
二
〇
〇
六
年
五
月
、
塙
書
房
）
所
収
。
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�　

根
立
氏
は
、
地
蔵
十
輪
院
は
建
保
六
年
の
炎
上
後
に
か
な
り
衰
退
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
り
、『
高
山
寺
縁
起
』
や
「
湛

慶
注
進
状
」
か
ら
仏
像
の
移
坐
が
知
ら
れ
る
こ
と
を
含
め
、
性
慶
の
時
代
の
地
蔵
十
輪
院
の
状
況
は
不
明
と
さ
れ
て
い
る
。

（
12�

）
根
立
研
介
『
運
慶
―
天
下
復
タ
彫
刻
ナ
シ
―
』（
二
〇
〇
九
年
八
月
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）。

（
13
）
①�

朧
谷
寿
「
文
献
に
み
る
遺
跡
周
辺
の
様
相
」（
下
條
信
之
・
川
西
宏
幸
編
『
平
安
京
左
京
八
条
三
坊
二
町
』〔『
平
安
京

跡
研
究
調
査
報
告
』
六
〕、
一
九
八
三
年
七
月
、
古
代
学
協
会
）。

　
　
　

②�
朧
谷
寿
「
文
献
学
的
考
察
」（
定
森
秀
夫
編
『
平
安
京
左
京
八
条
三
坊
二
町
―
第
二
次
調
査
―
』〔『
平
安
京
跡
研
究
調

査
報
告
』
一
六
〕、
一
九
八
五
年
三
月
、
古
代
学
協
会
）。

　
　

�　

①
②
を
併
せ
「
平
安
京
左
京
八
条
三
坊
周
辺
の
様
相
」
と
し
て
、
同
著
『
平
安
貴
族
と
邸
第
』（
二
〇
〇
〇
年
十
一
月
、

吉
川
弘
文
館
）
所
収
。

  （
14�

）
朧
谷
寿
・
角
田
文
衛
「
平
安
京
―
条
坊
お
よ
び
官
衙
・
邸
宅
―
」（『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
二
六　

京
都
府　

下

巻
、
一
九
八
二
年
七
月
、
角
川
書
店
）。

（
15�

）
山
田
邦
和
「
左
京
全
町
の
概
要
」（
角
田
文
衞
総
監
修
、
古
代
学
協
会
・
古
代
学
研
究
所
編
『
平
安
京
提
要
』、

一
九
九
四
年
六
月
、
角
川
書
店
）。

（
16
） 『
山
槐
記
』
永
暦
元
年
（
一
一
六
〇
）
十
二
月
四
日
条
。

　
　

�　

四
日
戌
申
（
中
略
）
次
向
入
道
前
太
政
大
臣
亭
、
八
条
北
、
万

里
小
路
西
、
付
孫
中
納
言
実長
、
奉
奏
状
、
被
命
云
、
先
雖
可
見
参
、
近
年

聾
腰
居
老
耄
無
術
上
、
此
間
風
病
相
侵
不
能
面
謁
、
尤
有
恐
対
面
之
由
可
被
披
露
也
、（
後
略
）

（
17
）
前
掲
注
15
山
田
氏
論
文
の
う
ち
八
条
四
坊
五
町
・
九
条
四
坊
八
町
項
（「
左
京
全
町
の
概
要
」）。

　
　

�　

山
田
氏
は
、
そ
の
出
典
と
し
て
『
拾
芥
抄
』
東
京
図
を
、
八
条
の
邸
宅
に
つ
い
て
は
本
文
で
も
触
れ
た
『
山
槐
記
』
永
暦

元
年
十
二
月
四
日
条
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
九
条
四
坊
八
町
の
「
蓮
花
院
」
は
、
生
蓮
華
院
ま
た
は
相
国
堂
と
呼
ば
れ
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る
こ
と
、
鎌
倉
時
代
初
期
に
は
こ
の
寺
に
実
行
の
孫
娘
（
藤
原
基
房
夫
人
）
が
居
住
し
た
こ
と
（『
明
月
記
』
建
保
元
年
十

月
二
十
五
日
条
）
が
指
摘
さ
れ
る
。
上
記
『
明
月
記
』
同
日
条
に
は
、
孫
娘
の
居
住
地
は
「
弘
誓
院
東
町
、
祖
母
・
相
国
堂

之
敷
地
巽
角
」
と
記
さ
れ
る
。
八
条
大
路
と
高
倉
小
路
の
交
点
に
接
す
る
四
町
分
の
う
ち
、
九
条
四
坊
八
町
、
お
よ
び
弘
誓

院
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
九
条
四
坊
一
町
に
は
、
地
蔵
十
輪
院
が
存
在
し
た
可
能
性
は
低
い
と
考
え
る
。

（
18
）『
帝
王
編
年
記
』
永
暦
元
年
条
（『
新
訂
増
補　

国
史
大
系
』）。

　
　

前
掲
注
15
山
田
氏
論
文
の
う
ち
九
条
四
坊
八
町
項
（「
左
京
全
町
の
概
要
」）。

（
19
）『
山
槐
記
』
永
暦
元
年
七
月
九
日
条
（『
増
補　

史
料
大
成
』）。

（
20
）
前
掲
注
15
山
田
氏
論
文
の
う
ち
八
条
四
坊
五
町
項
（「
左
京
全
町
の
概
要
」）。

（
21
）『
山
槐
記
』
治
承
二
年
六
月
二
十
八
日
条
。

　
　

�　

廿
八
日
辛
卯　

天
陰
、
朝
間
小
雨
、
中
宮
徳
子

（
中
略
）御
懐
妊
、
当
五
ヶ
月
、
仍
有
御
着
帯
事
、
初
度
也
（
中
略
）
右
大
将

亭
、
八
条
北
、

高
倉
東
、
大
将
冠
直

衣
、
出
逢
客
亭
、
取
御
衣
筥
入
内
方
納
御
帯
（
後
略
）

（
22�

）
太
田
静
六
「
平
清
盛
の
邸
宅
に
就
て
」
上
／
下
（『
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
』
一
七
―
六
／
七
、一
九
四
二
年
六
月
／
七

月
）。
同
著
『
寝
殿
造
の
研
究
』（
一
九
八
七
年
二
月
、
吉
川
弘
文
館
）
所
収
。

（
23
）『
山
槐
記
』
治
承
二
年
閏
六
月
十
五
日
条
。

　
　

�　

十
五
日
丁
未　

天
晴
、
今
夜
右
大
将
宗盛
室
号
中
納
言
三
位
、
内
御
乳
母
也
、
贈
左
大
臣
時

信
公
女
、
年
三
十
三
、
即
将
軍
外
戚
姨
母
也
、
出
家
、
去
月
廿
日
煩
腫
物
、
而
不
加
療
治
及

数
日
、
依
危
急
遁
世
了
、
于
時
在
八
条
北
高
倉
新
亭
、

（
24
）『
吉
記
』
寿
永
二
年
二
月
二
十
一
日
条
（『
新
訂　

吉
記
』
本
文
編
三
、二
〇
〇
六
年
二
月
、
和
泉
書
院
）。

　
　

廿
一
日
、
丙
辰
、（
中
略
）
今
夜
右
衛
門
督
清
宗
卿
嫁
按
察
使
頼
盛
卿
女
、
被
迎
内
府
八
条
高
倉
亭
云
々
、

（
25
）
前
掲
注
13
朧
谷
氏
論
文
。
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（
26�

）
前
掲
注
13
朧
谷
氏
論
文
。
お
よ
び
髙
橋
昌
明
「
平
家
の
館
に
つ
い
て
―
六
波
羅
・
西
八
条
・
九
条
末
」（『
神
戸
大
学
史
学

年
報
』
一
三
、一
九
九
八
年
五
月
）。
同
著
『
平
家
と
六
波
羅
幕
府
』（
二
〇
一
三
年
二
月
、
東
京
大
学
出
版
会
）
所
収
。

（
27
）
前
掲
注
13
朧
谷
氏
論
文
な
ど
。

（
28
）『
玉
葉
』
同
日
条
（『
図
書
寮
叢
刊　

九
条
家
本
玉
葉
』
八
、二
〇
〇
二
年
三
月
、
宮
内
庁
書
陵
部
）。

（
29
）
前
掲
注
26
髙
橋
氏
論
文
。

（
30
）『
皇
代
暦
』
安
徳
天
皇
条
裏
書　

寿
永
二
年
（『
改
定　

史
籍
集
覧
』
一
八
）。
割
注
は
〔　

〕
内
に
記
し
た
。

　
　
（
前
略
）
仍
七
月
廿
五
日
辰
時
平
家
悉
焼
住
所
等
逃
落
事

　
　

�　

六
波
羅
泉
殿
〔
内
大
臣
家
相
伝
所
也
〕
同
池
殿
〔
按
察
大
納
言
頼
盛
家
〕
八
条
高
倉
〔
同
前
内
府
家
〕
小
松
殿
〔
故
内
大

臣
重
盛
家
中
将
資
盛
相
伝
〕
西
八
条
〔
故
太
政
入
道
家
其
辺
在
家
人
幷
家
人
宿
所
等
〕（
後
略
）

（
31
）
①
『
平
安
京
跡
発
掘
調
査
報
告
―
左
京
八
条
四
坊
―
』（
一
九
七
七
年
三
月
、
平
安
京
調
査
会
）。

　
　
　

②�

『
平
安
京
左
京
八
条
四
坊
四
・
五
町
跡
』（『
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
調
査
報
告
』
二
〇
〇
六
―
二
〇
、二
〇
〇
七
年

三
月
、
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
）。

（
32
）
前
掲
注
４
浅
見
氏
論
文
。

（
33�

）
髙
橋
秀
樹
編
『
新
訂
吾
妻
鏡
』
二　

頼
朝
将
軍
記
２
（
二
〇
一
七
年
二
月
、
和
泉
書
院
）。

（
34�

）
石
田
尚
豊
「
重
源
の
阿
弥
陀
名
号
」（『
大
和
文
化
研
究
』
四
〇
、一
九
六
一
年
八
月
）。
同
著
『
日
本
美
術
史
論
集
―
そ
の

構
造
的
把
握
―
』（
一
九
八
八
年
二
月
、
中
央
公
論
美
術
出
版
）
所
収
。

（
35�

）
重
源
の
呼
び
方
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
『
吾
妻
鏡
』
で
は
「
大
勧
進
重
源
上
人
」（
元
暦
二
年
三
月
七
日
条
）、「
東
大
寺

上
人
重
源
」（
建
久
二
年
七
月
二
十
三
日
条
）
な
ど
と
記
さ
れ
、
管
見
の
限
り
、
他
史
料
を
含
め
重
源
を
「
南
無
阿
房
」
と

記
す
例
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
点
を
ど
う
解
釈
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
検
討
を
お
こ
な
い
た
い
。
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（
36
）
五
味
文
彦
『
大
仏
再
建
』
第
三
章
（
一
九
九
五
年
九
月
、
講
談
社
）。

（
37�

）
牧
野
あ
き
沙
「
瑞
林
寺
地
蔵
菩
薩
坐
像
の
銘
文
と
仏
師
康
慶
」（『
美
学
・
美
術
史
学
科
報
』
二
八
、二
〇
〇
〇
年
三
月
、

跡
見
学
園
女
子
大
学
美
学
美
術
史
学
科
）。

（
38�
）「
南
無
阿
房
」
を
重
源
と
推
定
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
土
地
を
与
え
ら
れ
た
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
七
月
に

お
け
る
東
大
寺
復
興
造
営
へ
の
鎌
倉
幕
府
の
関
与
は
ど
の
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。

前
年
の
元
暦
二
年
（
一
一
八
五
）
三
月
七
日
、
頼
朝
は
重
源
に
米
一
万
石
、
砂
金
一
千
両
、
上
絹
一
千
疋
を
奉
加
し
て
い

る
（『
吾
妻
鏡
』
同
日
条
）。
こ
れ
は
同
年
（
文
治
元
年
）
八
月
二
十
八
日
の
東
大
寺
大
仏
開
眼
供
養
へ
の
奉
加
と
推
定
さ
れ

て
い
る
（
塩
澤
寛
樹
『
仏
師
た
ち
の
南
都
復
興　

鎌
倉
時
代
彫
刻
史
を
見
な
お
す
』
第
一
章
、
二
〇
一
六
年
二
月
、
吉
川
弘

文
館
）。
開
眼
供
養
後
の
文
治
二
年
三
月
に
周
防
国
が
東
大
寺
造
営
料
と
し
て
重
源
に
任
さ
れ
て
か
ら
は
、
周
防
国
か
ら
の

材
木
運
搬
の
人
夫
を
め
ぐ
り
重
源
と
頼
朝
の
間
で
書
状
が
交
わ
さ
れ
、
文
治
三
年
四
月
に
は
頼
朝
に
協
力
を
求
め
重
源
自
ら

鎌
倉
に
下
向
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
（
山
口
隆
介
「
総
論　

東
大
寺
の
鎌
倉
再
興
を
め
ぐ
る
信
仰
と
美
術
」
お
よ
び

斎
木
涼
子
「
源
頼
朝
書
状
案
（
文
治
四
年
八
月
二
十
三
日
）」
解
説
〔『
頼
朝
と
重
源　

東
大
寺
再
興
を
支
え
た
鎌
倉
と
奈
良

の
絆
』〕、
二
〇
一
二
年
七
月
、
奈
良
国
立
博
物
館
・
朝
日
新
聞
社
）。
ま
た
御
家
人
佐
々
木
高
綱
が
材
木
運
搬
に
尽
力
し
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
な
ど
（『
吾
妻
鏡
』
文
治
五
年
六
月
四
日
条
）、
大
仏
殿
再
建
に
向
け
て
鎌
倉
幕
府
に
よ
る
協
力
の
様
子
が

伺
え
る
。
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
る
と
、
文
治
二
年
七
月
に
重
源
に
土
地
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
平
氏
滅
亡
の
時
期
と
も
関
係

し
、
前
年
の
大
仏
開
眼
供
養
の
褒
賞
と
し
て
の
意
味
合
い
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
そ
の
後
、
幕
府

の
関
与
が
増
加
す
る
大
仏
殿
再
建
へ
向
け
て
の
助
成
と
し
て
の
意
味
が
大
き
か
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
憶
測
に
す
ぎ
な

い
が
、
重
源
の
京
中
で
の
拠
点
と
な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
39
）
前
掲
注
14
朧
谷
氏
・
角
田
氏
論
文
。
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（
40�

）
五
味
文
彦
・
本
郷
和
人
編
『
現
代
語
訳　

吾
妻
鏡
』
三
（
二
〇
〇
八
年
六
月
、
吉
川
弘
文
館
）
の
文
治
二
年
七
月
の
注

三
八
で
は
、『
平
家
物
語
』
に
み
え
る
「
平
内
左
衛
門
尉
家
長
」
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
と
記
さ
れ
る
。

（
41
）『
玉
葉
』
寿
永
元
年
十
月
三
日
条
。

（
42�
）『
吾
妻
鏡
』
の
ほ
か
の
記
事
に
お
い
て
、
宗
盛
を
例
外
的
に
「
前
内
大
臣
」
と
記
す
例
（
元
暦
二
年
六
月
二
十
三
日
条
）

が
あ
る
が
、
多
く
は
「
前
内
府
」（
例
え
ば
元
暦
二
年
六
月
二
十
一
日
条
な
ど
）
と
記
さ
れ
る
。

（
43
）
山
田
邦
和
「
右
京
全
町
の
概
要
」（
前
掲
注
15
書
〔『
平
安
京
提
要
』〕）。

　
　

�　

こ
の
ほ
か
に
山
田
氏
は
、
烏
丸
御
局
に
与
え
ら
れ
た
土
地
（
ｄ
）
が
、
も
と
は
平
信
基
の
邸
宅
で
あ
っ
た
こ
と
（『
玉

葉
』
治
承
元
年
十
二
月
十
七
日
条
）
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
注
15
山
田
氏
論
文
の
う
ち
左
京
七
条
三
坊
十
五
町
項

〔「
左
京
全
町
の
概
要
」〕）。
な
お
、
の
ち
に
こ
の
左
京
七
条
三
坊
十
五
町
の
一
角
「
左
女
牛
東
洞
院
西
北
角
」
は
、
元
弘
三

年
（
一
三
三
三
）
に
比
丘
尼
如
実
か
ら
豪
運
へ
譲
ら
れ
て
い
る
（『
鎌
倉
遺
文
』
古
文
書
編
四
二
、三
二
六
六
三
「
尼
如
実
譲

状
」）。

（
44�

）
秋
山
國
三
「
平
安
京
に
お
け
る
宅
地
配
分
と
班
田
制
」（『
社
会
科
学
』
一
〇
、一
九
六
八
年
九
月
）。
秋
山
國
三
・
仲
村
研

『
京
都
「
町
」
の
研
究
』（
一
九
七
五
年
十
月
、
法
政
大
学
出
版
局
）
所
収
。

（
45�

）『
平
安
京
』（『
京
都
市
文
化
財
ブ
ッ
ク
ス
』
二
八
、二
〇
一
四
年
三
月
、
京
都
市
文
化
市
民
局
文
化
芸
術
都
市
推
進
室
文
化

財
保
護
課
）
に
は
、
発
掘
調
査
に
基
づ
く
貴
族
邸
宅
の
配
置
が
図
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

（
46�

）
な
お
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
例
と
し
て
、
太
田
静
六
氏
が
考
察
さ
れ
た
散
位
従
四
位
下
大
江
公
仲
の
邸
宅
に
つ
い
て

述
べ
て
お
き
た
い
。
十
一
世
紀
末
の
例
で
あ
り
、
宗
盛
よ
り
も
下
位
の
貴
族
邸
宅
に
な
る
も
の
の
、
公
仲
が
嘉
保
二
年

（
一
〇
九
五
）
に
隠
岐
国
に
配
流
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
際
、
財
産
処
分
状
が
作
成
さ
れ
た
（『
平
安
遺
文
』
四
、一
三
三
八

「
大
江
仲
子
解
文
」）。
そ
の
な
か
で
左
京
四
坊
二
町
の
邸
宅
一
町
分
の
土
地
を
分
配
す
る
た
め
に
、
敷
地
内
を
「
丑
寅
角
捌
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�

戸
主
（
以
下
略
）」「
辰
巳
角
捌
戸
主
（
以
下
略
）」「
未
申
角
捌
戸
主
西
一
二
行
、
北
五
六

七
八
門
、
堂
敷
地
也
、」「
戌
亥
角
捌
戸
主
（
以
下
略
）」
と
記

し
、
一
町
を
四
分
割
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
（
前
掲
注
22
太
田
氏
著
書
〔『
寝
殿
造
の
研
究
』〕）。
そ
の
ま
ま
『
吾
妻
鏡
』

の
没
官
領
の
解
釈
に
適
用
す
る
こ
と
は
躊
躇
さ
れ
る
が
、
例
え
ば
「
南
無
阿
房
」
に
与
え
ら
れ
た
「
堂
敷
地
」
の
記
述
を
、

堂
の
建
物
の
み
の
面
積
で
は
な
く
、
堂
を
含
ん
だ
周
辺
の
一
画
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
か
と
思
わ
れ
る
。

（
47�
）
仲
村
研
「
京
都
八
条
院
町
の
成
立
と
展
開
」（『
文
化
史
学
』
二
五
、一
九
六
九
年
五
月
）。
前
掲
注
44
秋
山
氏
・
仲
村
氏
著

書
所
収
（『
京
都
「
町
」
の
研
究
』）。

（
48�

）
前
掲
注
13
朧
谷
氏
論
文
。
ま
た
、
左
京
八
条
三
坊
は
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
周
辺
に
当
た
る
。
多
く
の
発
掘
調
査
が
お
こ

な
わ
れ
て
お
り
、
考
古
学
と
文
献
史
学
の
両
面
か
ら
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
49
）
前
掲
注
47
仲
村
氏
論
文
。

（
50
）『
鎌
倉
遺
文
』
古
文
書
編
五
、三
〇
九
五
（
東
寺
百
合
文
書
へ
）。
八
条
院
町
に
該
当
す
る
土
地
の
み
記
す
。

　
　
　

貞
応
二
年
五
月
三
日
被
成
進
庁
御
下
文
（
中
略
）

　
　
　

京
御
領

　
　
　
　

八
条
東
洞
院
西
一
町
御
所
跡

　
　
　
　

梅
少
路
北
東
洞
院
西
一
町
御
倉
跡

　
　
　
　

八
条
坊
門
南
烏
丸
西
一
町
応
跡
所
残
御
領
替
充
給
人
之
、

　
　
　
　

梅
少
路
南
高
倉
東
一
戸
主
地
蔵
堂
敷
地

　
　
　
　

八
条
南
室
町
東
一
戸
主

　
　
　
　

八
条
北
東
洞
院
東
十
余
戸
主
三
位
入
道
幷
兵
部
大
輔
預

　
　
　
　

八
条
北
町
西
十
二
丈
九
尺
三
寸
女
房
按
察
局
預
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梅
小
路
南
町
西
廿
二
丈
同

　
　
　
　

梅
小
路
北
室
町
西
七
戸
主
余
丹
波
入
道
預

　
　
　
　

八
条
北
堀
川
東
一
戸
主
女
房
少
輔
局
預

　
　
　
　

梅
小
路
北
東
洞
院
東
角
四
戸
主

　
　
　
　

八
条
坊
門
北
東
洞
院
東
一
戸
主

　
　
　
　

八
条
坊
門
北
烏
丸
東
六
戸
主
余
（
中
略
）

　
　

�

右
、
件
御
遺
領
御
願
寺
庄
〻
・
京
御
領
等
、
任
御
処
分
状
、
為
皇
后
宮
（
邦
子
内
親
王
）
職
庁
沙
汰
、
不
可
有
向
後
牢
籠
之

状
如
件
、

　
　
　
　

貞
応
二
年
五
月
三
日　
　
　
　
　

主
典
代
織
部
正
安
倍
朝
臣

（
51
）『
教
王
護
国
寺
文
書
』
一
、二
五
二
（
一
九
六
〇
年
三
月
、
平
楽
寺
書
店
）。

　
　

八
条
女
院
院
町
在
所
目
安
注
文
（
中
略
）

　
　
　

同
（
八
条
四
）
坊
保
五
町
一
門

一
行
一
戸
主
梅
小
路
南

高
倉
東

 

北
南
五
丈

西
東
十
丈
東
南
角
地
蔵
堂
敷
地

　
　
　
　
　

已
上
八
条
四
坊
（
中
略
）

　
　

右
、
院
町
十
三
箇
所
、
任
正
和
弐
年
十
二
月
御
寄
附
之
旨
、
大
概
目
安
注
文
、
如
此
。

（
52
）
前
掲
注
47
仲
村
氏
論
文
。
な
お
、
仲
村
氏
は
平
宗
盛
邸
に
つ
い
て
は
特
に
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
53
）
前
掲
注
15
山
田
氏
論
文
の
う
ち
八
条
四
坊
五
町
項
（「
左
京
全
町
の
概
要
」）。

（
54
）
前
掲
注
11
根
立
氏
論
文
。

（
55�

）
な
お
、
後
高
倉
院
が
邦
子
内
親
王
に
所
領
を
譲
っ
た
の
は
、「
後
高
倉
院
庁
下
文
案
」
の
日
付
よ
り
貞
応
二
年

（
一
二
二
三
）
五
月
三
日
で
あ
る
。
後
高
倉
院
は
同
年
五
月
十
四
日
に
崩
御
す
る
。
一
方
、
運
慶
が
地
蔵
十
輪
院
の
諸
像
を
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高
山
寺
へ
移
し
、
そ
れ
ら
が
高
山
寺
金
堂
に
安
置
さ
れ
た
の
は
、
同
年
の
四
月
八
日
で
あ
り
（『
高
山
寺
縁
起
』）、
邦
子
内

親
王
に
梅
小
路
南
高
倉
東
の
一
戸
主
を
含
む
所
領
が
譲
ら
れ
る
約
一
か
月
弱
前
で
あ
る
。
こ
の
一
戸
主
の
地
が
ど
の
段
階
で

八
条
院
領
と
な
っ
た
か
明
ら
か
で
は
な
く
、
ま
た
後
高
倉
院
は
こ
の
年
の
三
月
以
降
、
御
脳
の
記
事
が
散
見
す
る
た
め
、
体

調
悪
化
と
の
関
係
で
こ
の
時
期
に
所
領
を
譲
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
運
慶
ら
の
諸
像
が
高
山
寺
へ
移
さ
れ
た
時
期

と
相
近
い
点
は
、
移
坐
に
後
高
倉
院
の
甥
・
西
園
寺
公
経
が
関
わ
る
こ
と
と
併
せ
、
地
蔵
十
輪
院
諸
像
の
移
坐
の
契
機
と
土

地
の
譲
渡
と
が
あ
る
い
は
関
係
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
、
こ
の
点
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
56
）
前
掲
注
47
仲
村
氏
論
文
。

（
57�

）『
鎌
倉
遺
文
』
古
文
書
編
三
五
、二
七
〇
八
二
（
東
寺
百
合
文
書
へ
）。『
鎌
倉
遺
文
』
で
は
、
こ
の
史
料
名
を
「
八
条
院
町

地
子
帳
」
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
。

（
58
）
前
掲
注
13
朧
谷
氏
論
文
。

（
59
）
前
掲
注
31
②
発
掘
調
査
報
告
書
。

（
60
）『
明
月
記
』
建
久
七
年
六
月
十
三
日
条
。

（
61
）
前
掲
注
14
朧
谷
氏
・
角
田
氏
論
文
、
お
よ
び
前
掲
注
15
山
田
氏
論
文
の
う
ち
九
条
四
坊
五
・
六
町
項
。

（
62�

）
な
お
、
水
野
敬
三
郎
氏
は
四
天
王
像
の
造
立
に
お
い
て
格
の
高
い
順
に
持
国
天
以
下
の
尊
像
を
担
当
す
る
こ
と
か
ら
、

『
高
山
寺
縁
起
』
よ
り
、
地
蔵
十
輪
院
四
天
王
像
の
造
立
に
つ
い
て
は
、
持
国
天
を
担
当
し
た
円
慶
（
運
覚
）
が
増
長
天
を

担
当
し
た
湛
慶
よ
り
格
上
だ
っ
た
時
期
と
さ
れ
た
（「
運
慶
・
快
慶
と
工
房
製
作
」〔
鹿
島
美
術
財
団
編
『
第
十
五
回　

美
術

講
演
会
講
演
録
』、
一
九
九
三
年
八
月
〕）。
山
本
勉
氏
は
そ
こ
か
ら
建
久
六
年
（
一
一
九
五
）
三
月
の
東
大
寺
供
養
に
お
い

て
、
快
慶
が
法
橋
位
を
譲
っ
た
人
物
を
康
弁
で
は
な
く
湛
慶
の
誤
り
と
さ
れ
た
う
え
で
、
地
蔵
十
輪
院
の
四
天
王
像
の
造
立

は
湛
慶
が
法
橋
に
な
る
建
久
五
年
頃
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
山
本
勉
「
運
慶
の
軌
跡
」〔
同
監
修
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『
運
慶
大
全
』〕、
二
〇
一
七
年
九
月
、
小
学
館
）。
山
本
氏
は
、
地
蔵
十
輪
院
の
盧
舎
那
仏
像
・
四
天
王
像
の
組
み
合
わ
せ
が

大
仏
殿
諸
像
と
強
い
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
東
大
寺
大
仏
殿
四
天
王
像
よ
り
も
、
地
蔵
十
輪
院
四
天
王

像
の
方
が
早
く
製
作
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
比
較
的
近
い
時
期
に
造
立
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
地
蔵
十
輪
院
像
は
、
大

仏
殿
四
天
王
像
に
近
い
姿
だ
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
、
製
作
時
期
と
と
も
に
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
63
）
前
掲
注
１
毛
利
氏
論
文
ほ
か
。

（
64
）
三
宅
久
雄
「
六
波
羅
蜜
寺
地
蔵
菩
薩
像
と
運
慶
建
立
の
地
蔵
十
輪
院
」（『
美
術
史
論
集
』
一
〇
、二
〇
一
〇
年
二
月
）。

（
65�

）
六
波
羅
蜜
寺
像
の
研
究
史
は
、
植
村
拓
哉
氏
の
「
六
波
羅
蜜
寺
地
蔵
菩
薩
坐
像
に
つ
い
て
―
そ
の
造
形
と
像
内
納
入
品
を

め
ぐ
っ
て
―
」（『
佛
教
大
学
宗
教
文
化
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
研
究
紀
要
』
九
、二
〇
一
三
年
三
月
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
66
）
山
本
勉
「
仏
師
と
仏
像
を
訪
ね
て　

第
四
回　

運
覚
」（『
本
郷
』
一
三
七
、二
〇
一
八
年
九
月
）。

（
67
）
前
掲
注
５
杉
﨑
氏
論
文
。
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